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　私たち人類は今、様々な要因で持続的生存が脅かされる諸課題に直面しています。将来の世

代の人たちは、今まで通りの生き方、価値観で、この地球上に生存し続けられているでしょうか。

国際高等研究所は、「人類の未来と幸福のために、何を研究すべきかを研究する」ことを基本理

念に、地球社会が直面する困難にどのように対処するのか、そして21世紀にあるべき文化・科

学・技術はどのような姿なのか、これらの諸課題に対する根源的な研究を行っています。

基本理念

設立の経緯

人類の未来と幸福のために、
何を研究すべきかを研究する。

　国際高等研究所は基本理念に賛同する産業界と学界、官界を挙げての強力な支援のもと、1984年8月
に財団法人として設立されました。1993年10月には、京都府から土地の提供を受け、けいはんな学研都
市（関西文化学術研究都市）に研究所を開所しました。
2013年3月に内閣府より公益財団法人移行認定書の交付を受け、同年４月１日付にて公益財団法人へ
移行しました。

　けいはんな学研都市（関西文化学術研究都市）は、1978年の「関西
学術研究都市調査懇談会（座長：奥田東 元京都大学総長）」により 提
唱され、1987年の関西文化学術研究都市建設促進法の施行を経て、
京都・大阪・奈良の3府県にまたがる京阪奈丘陵において、国家プロ
ジェクトとして建設が進められているサイエンスシティです。
　この京阪奈丘陵は、古来日本文化の中心に位置し、かつての都であっ
た飛鳥、難波、奈良、京都に囲まれ、古い歴史と文化にゆかりの深い土
地です。けいはんな学研都市は、21世紀以降における我が国の新しい
文化首都として、広く世界に開かれた都市を目指しています。
　けいはんな学研都市には、現在、120を超える立地施設があり、大学
や研究機関の集積を活かし、産学官連携による多くの成果も生まれ、我
が国の文化学術研究の進展に大きく貢献しています。国際高等研究所は、このけいはんな学研都市の中枢的研
究機関としての役割を担っています。

地球社会が直面する、多くの困難に向けて

けいはんな学研都市
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　今、人類社会は効率や発展のみを追求するといった考え方から、

「人類の平和的・持続的共存」という考え方への転換の分岐点にあり

ます。国際高等研究所の使命は、人類の未来と幸福のために、どこか

で誰かが考えなければならない根源的な課題を探求し、発見し、それ

を「気づき」として世界に問いかけることです。

 そして議論を深め、解決のための新たな道筋を明らかにしていく中核

的な役割を果たします。

ミッション /社会に問いかける力 

日本から、高等研から世界へ、
「気づき」を発信する。




